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学結晶 CsLiB6010 の育成とその応用に関する研究の成果をまとめたものであり、以下の 7 章により構成される。
第 1 章は序論であり、本論文に関連する研究分野についてあきらかにし、本研究の背景と目的を明らかにした。
















線形光学結晶 CsLiB6010 (CLBO) 結晶の高レーザー耐力化を行った結果について述べている。具体的には、結晶育
成方法の改良により高品質化を行い、内部レーザー損傷耐力の向上を検討している。また、素子の動作環境について
着目し、 CLBO の内部に含まれる OH 基不純物を除去することで、さらなる損傷耐力の改善を行っている。得られた
成果を以下に要約する。













(3) CLBO 結晶内部の OH 基不純物を除去することで、紫外光に対する特性の改善に成功している。結晶内部の OH
基不純物を除去する方法として、大気中で、の加熱を行っている。赤外吸収スペクトルの結果から、 OH 基不純物
は加熱後徐々に結晶から抜け出し、 120 時間後に大気中の水分と平衡に達することを確認している。大気中での
加熱により OH 基不純物を除去することで、紫外光に対する損傷闘値を加熱処理前の素子の約1.35 倍に向上さ
せることに成功している。また、高い強度の入射光に対する透過率が、加熱後徐々に向上することから OH 基が
非線形吸収に影響を与えていることを示している。さらに、乾燥雰囲気内で結晶を加熱することで、大気中での
加熱に比べて OH 基不純物が除去可能であることを確認している。また、含有 OH 基濃度の異なる二つの素子を
用いて紫外光を発生させたところ、大気中で予め 120 時間加熱した素子は加熱直後の素子に比べて内部損傷を生
じることなく約 3倍の出力が得られることを確認している。この結果は、素子を雰囲気置換セルに封入して室温
で使用する際に、予め内部の OH 基不純物を除去してから封入すれば、従来よりさらに耐レーザー性を良く保つ
ことが出来ることを示している。
以上のように、本論文は、紫外光発生用非線形光学結晶 CLBO に対し、育成方法の改善や素子の損傷関値向上など、
幅広い視点に立って研究を行った結果について述べたものである。これらの成果は CLBO を用いた全固体紫外レーザ
一光源の安定化及び長寿命化に対し期待できるものであり、レーザー産業の発展に大きく貢献する可能性が高い。よ
って本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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